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東京ガーデンパレスにて

　「
現
状
維
持
は
淘
汰
さ

れ
る
」。
新
聞
の
社
説
が

目
に
止
ま
っ
た
。
内
容
は

ス
ポ
ー
ツ
の
こ
と
で
あ
っ

た
が
、
恒
例
の
箱
根
駅
伝

が
終
わ
り
５
連
覇
を
逃
し

た
大
学
の
監
督
が
「
進
化

し
な
い
チ
ー
ム
は
敗
退
」

と
●
退
公
連
の
現
状
は
？

２
月
は
、
新
年
の
誓
い
や

夢
、
希
望
が
政
治
や
経
済

・
外
交
等
、
世
の
中
の
情

勢
で
揺
ら
ぐ
し
、
組
織
に

お
い
て
は
、
今
年
度
の
反

省
し
次
年
度
の
計
画
立
案

に
入
る
時
期
で
も
あ
る
●

そ
こ
で
日
公
連
の
平
成
３０

年
度
の
要
望
事
項
を
政
府

に
強
く
訴
え
る
力
と
な
る

も
の
は
何
か
を
、
今
一
度

検
討
し
、
問
題
点
を
可
視

化
し
て
、
会
員
一
人
ひ
と

り
に
ア
ピ
ー
ル
す
る
も
の

を
考
え
る
●
ま
ず
、
超
高

齢
化
時
代
の
社
会
変
化
を

頭
に
入
れ
る
。
ど
ん
な
時

代
に
お
い
て
も
、
健
康
、

協
働
、
交
流
は
必
定
●
脳

ト
レ
、
筋
ト
レ
、
遊
ぶ
。

楽
し
く
な
け
れ
ば
、
人
は

集
ま
ら
な
い
。
人
間
は
１

人
で
は
生
き
ら
れ
な
い
。

地
域
の
輪
の
１
人
と
な
り

活
動
す
る
。
次
世
代
の
若

者
に
バ
ト
ン
タ
ッ
チ
の
準

備
を
す
る
。
近
年
、
１０
代

の
少
年
・
少
女
の
活
躍
は

希
望
の
光
で
あ
る
●
新
年

も
各
県
連
の
明
る
い
話
題

に
期
待
し
た
い
。�

（
Ｎ
）

被
災
地
へ
義
援
金
集
ま
る
　

　
復
興
を
祈
る
心
を
こ
め
て

　
１
月
２９
日
㈫
、
１０
時
３０

分
よ
り
東
京
ガ
ー
デ
ン
パ

レ
ス
で
平
成
３０
年
度
全
国

事
務
局
長
会
が
開
催
さ
れ

た
。
昨
年
度
と
違
い
今
年

度
は
１
日
で
実
施
し
た
。

午
前
の
部

　
冒
頭
、
津
島
雄
二
会
長

か
ら
、
新
年
を
迎
え
て
の

ご
挨
拶
の
後
、
安
倍
総
理

の
施
政
方
針
演
説
の
中
の

『
全
世
代
型
社
会
保
障
へ

の
転
換
』
を
引
い
て
以
下

の
話
が
あ
っ
た
。（
要
約
）

「
皆
様
も
理
解
さ
れ
て
い

る
事
と
思
い
ま
す
が
、
こ

れ
か
ら
の
日
本
の
社
会
を

保
っ
て
い
く
た
め
に
は
、

特
定
の
例
え
ば
高
齢
者
に

焦
点
を
し
ぼ
っ
た
だ
け
の

社
会
保
障
で
は
、
問
題
を

起
こ
す
可
能
性
が
あ
り
、

制
度
を
保
て
な
い
こ
と
が

社
会
保
障
制
度
転
換
の
背

景
に
あ
る
と
思
い
ま
す
。

　
そ
こ
で
、
私
か
ら
も
皆

様
に
日
本
社
会
に
対
す
る

危
機
感
を
申
し
上
げ
た

い
。
日
本
の
人
口
が
減
り

始
め
た
こ
と
に
、
人
口
学

者
は
皆
言
っ
て
い
ま
す

が
、
こ
の
減
少
傾
向
に
何

も
手
を
打
た
な
い
と
、
１００

年
後
の
日
本
は
人
口
５
千

万
人
。
否
、
３
分
の
１
に

減
り
、
人
口
４
千
万
人
を

割
る
だ
ろ
う
と
予
測
さ
れ

て
い
る
。
私
は
こ
の
こ
と

を
今
の
ま
ま
放
置
す
る
と

日
本
の
社
会
の
宿
命
に
な

り
か
ね
な
い
と
思
っ
て
い

ま
す
。

　
な
ぜ
な
ら
ば
、
日
本
の

人
口
減
少
は
、
例
え
ば
疫

病
が
は
や
る
と
か
社
会
の

外
か
ら
の
影
響
で
起
こ
っ

て
い
る
の
で
は
な
く
、
社

会
そ
の
も
の
の
内
部
に
起

こ
っ
て
い
る
こ
と
に
、
私

達
は
注
目
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
と
思
い
ま
す
。

　
ご
承
知
の
通
り
、
日
本

の
若
い
方
々
は
３０
代
に
な

る
ま
で
な
か
な
か
結
婚
し

な
い
。
３０
代
で
結
婚
し
て

も
子
供
は
２
人
と
少
な

い
。
人
口
が
減
る
の
は
当

た
り
前
で
す
。
日
本
社
会

の
中
か
ら
出
て
き
た
自
然

的
現
象
で
減
り
だ
し
た
。

こ
れ
を
放
置
す
る
と
減
少

は
止
め
ら
れ
な
い
。
こ
れ

を
変
え
て
い
く
た
め
に

は
、
相
当
の
努
力
が
必
要

で
す
。

　
日
本
の
社
会
の
在
り
方

を
、
若
い
人
を
含
め
て
、

私
達
は
考
え
直
す
必
要
が

あ
り
ま
す
。
そ
し
て
若
い

う
ち
か
ら
家
庭
を
築
き
、

次
の
世
代
を
授
か
る
社
会

に
戻
し
て
い
か
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
と
思
い
ま
す
。

　
皆
様
は
長
い
間
、
国
家

社
会
の
た
め
に
生
涯
を
捧

げ
退
職
し
て
な
お
社
会
に

貢
献
し
て
い
ま
す
が
、
私

達
は
こ
の
現
状
を
見
過
ご

す
わ
け
に
は
い
か
な
い
。

　
全
国
の
皆
様
に
改
め
て

ご
協
賛
を
頂
き
、
退
公
連

の
役
目
を
果
た
す
た
め
、

さ
ら
に
活
躍
さ
れ
る
こ
と

を
お
願
い
し
ま
す
。」

　
次
に
小
松
博
則
専
務
理

事
よ
り
◇
会
務
報
告
が
あ

り
、
そ
の
中
で
「
人
生
１００

年
時
代
が
求
め
る
も
の
」

と
題
し
て
、
日
公
連
の
目

指
す
理
念
に
基
づ
い
た
活

動
の
具
現
化
と
指
針
を
座

標
図
で
説
明
さ
れ
た
。
こ

の
後
、
協
議
に
入
っ
た
。

　
ま
ず
、
事
務
局
よ
り

◇
平
成
３１
年
度
・
年
間
予

定
表
（
案
）
に
つ
い
て

◇
平
成
３１
年
度
・
分
担
金

等
（
案
）
に
つ
い
て
説
明

が
あ
っ
た
。

　
次
に
『
最
近
の
公
的
年

金
を
取
り
巻
く
状
勢
』
と

題
し
て
小
松
専
務
が
鈴
木

専
門
員
の
代
理
で
講
話
。

そ
し
て
、
３
委
員
会
の
各

委
員
長
よ
り
、
来
年
度
の

活
動
基
本
計
画
案
に
つ
い

て
趣
旨
説
明
が
あ
っ
た
。

❶
『
年
金
制
度
改
革
に
関

す
る
日
公
連
の
対
応
に
つ

い
て
』
新
井
一
裕
社
会
保

障
対
策
委
員
長
が
説
明
。

　
～
昼
食
・
休
憩
後
～

午
後
の
部

❷
『
平
成
３１
年
度
社
会
貢

献
活
動
推
進
計
画
』（
案
）

に
つ
い
て
、
柳
本
勝
三
郎

社
会
貢
献
活
動
推
進
委
員

長
が
説
明
。

❸
『
平
成
３１
年
度
組
織
・

拡
充・強
化
の
基
本
計
画
』

に
つ
い
て
、
田
口
良
三
組

織
委
員
長
が
説
明
。

《
質
疑
応
答
》

　
３
委
員
長
の
説
明
の

後
、
活
発
に
意
見
が
出
さ

れ
、
▼
組
織
強
化
策
の
中

で
は
、
署
名
活
動
の
有
効

性
が
話
題
に
上
が
っ
た
。

ま
た
、
▼
会
員
減
で
県
連

の
財
政
が
逼
迫
し
分
担
金

納
入
も
苦
し
い
と
の
報
告

が
あ
っ
た
。
▼
富
山
県
連

・
坂
野
收
事
務
局
長
は
、

「
公
務
員
定
年
と
年
金
受

給
年
齢
」
の
自
作
の
資
料

で
日
公
連
の
抱
え
る
危
機

感
に
つ
い
て
迫
力
あ
る
提

案
を
な
さ
れ
た
。最
後
に
、

◇
事
務
局
よ
り
報
告

⑴
「
西
日
本
豪
雨
災
害
、

台
風
２１
号
、
北
海
道
胆
振

東
部
地
震
に
よ
る
被
災
会

員
へ
の
義
援
金
」
に
つ
い

て
御
礼
と
経
過
報
告

⑵
平
成
３０
年
度
「
会
員
数

調
査
一
覧
」
に
つ
い
て

⑶
「
退
職
公
務
員
新
聞
」

ア
ン
ケ
ー
ト
の
経
過
報
告

⑷
平
成
３１
年
度
「
退
職
公

務
員
新
聞
」
発
行
計
画
案

（
閉
会
午
後
３
時
３０
分
）

　
昨
年
の
１０
月
５
日
に
各

都
道
府
県
連
・
事
務
局
を

通
し
て
、
会
員
の
皆
様
に

協
力
依
頼
し
ま
し
た
西
日

本
豪
雨
災
害
、台
風
２１
号
、

北
海
道
胆
振
東
部
地
震
等

に
よ
る
被
災
会
員
へ
の
義

援
金
が
、
２６
県
連
よ
り
約

１
千
１００
万
円
（
１
月
末
現

在
）
集
ま
り
ま
し
た
。
会

員
皆
様
の
熱
い
志
と
支
援

に
心
よ
り
厚
く
感
謝
申
し

上
げ
ま
す
。

　
な
お
、
諸
般
の
事
情
に

よ
り
義
援
金
の
集
計
と
送

金
が
遅
れ
て
い
る
都
道
府

県
連
が
あ
り
ま
す
。
こ
の

た
め
、
最
終
集
計
を
２
月

末
を
目
途
に
日
公
連
事
務

局
で
行
い
、
被
災
地
の
本

部
事
務
局
に
お
届
け
す
る

予
定
で
す
。

　
１
月
１８
日
、
総
務
省
か
ら
平
成
３０
年
の

全
国
消
費
者
物
価
指
数
が
発
表
さ
れ
た
。

物
価
変
動
率
は
前
年
比
プ
ラ
ス
１．０
％
と
上

昇
。
こ
れ
を
受
け
て
厚
生
労
働
省
は
、
平

成
３１
年
度
の
年
金
額
を
決
定
し
た
。

　
そ
の
内
容
は
３０
年
の
物
価
上
昇
率
１．０

％
、
名
目
手
取
り
賃
金
変
動
率
０．６
％
で
、

平
成
３１
年
度
マ
ク
ロ
経
済
ス
ラ
イ
ド
に
よ

る
調
整
率
は
マ
イ
ナ
ス
０．２
％
と
な
っ
た
。

そ
の
た
め
、
新
年
度
の
年
金
額
は
、
法
律

の
規
定
に
よ
り
、
名
目
手
取
り
賃
金
変
動

率
０．６
％
を
用
い
て
計
算
さ
れ
る
。

　
一
方
、
マ
ク
ロ
経
済
ス
ラ
イ
ド
に
よ
る

調
整
は
、
平
成
３０
年
度
か
ら
繰
り
越
さ
れ

た
未
調
整
分
の
マ
イ
ナ
ス
０．３
％
分
と
平
成

３１
年
度
の
ス
ラ
イ
ド
調
整
率
の
マ
イ
ナ
ス

０．２
％
を
合
算
し
た
マ
イ
ナ
ス
０．５
％
が
調
整

さ
れ
る
。
そ
の
結
果
プ
ラ
ス
０．１
％
の
年
金

額
改
定
と
な
っ
た
。
こ
れ
は
、
平
成
２７
年

度
の
プ
ラ
ス
０．９
％
改
定
以
来
、
４
年
ぶ
り

の
プ
ラ
ス
改
定
で
あ
る
。

２
０
１
９
年
の
年
金
額
が
決
定

４
年
ぶ
り
、
０．１
％
プ
ラ
ス
改
定

年金最新情報

平
成
３０
年
度 

全
国
事
務
局
長
会

日
本
の
危
機
は
社
会
の
中
か
ら
生
ず
る

　
　
　
退
公
連
は
そ
の
打
開
に
関
わ
ろ
う
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今
、
我
が
県
連
で
は

会
員
の
減
少
に
歯
止
め

を
掛
け
る

こ
と
が
喫

緊
の
課
題

と
な
っ
て

い
る
。
こ
れ
に
対
し
、

各
種
機
会
と
手
法
を
考

慮
し
た
会
員
が
継
続
的

に
実
践
す
る
こ
と
を
提

案
し
、
１
人
で
も
多
く

の
会
員
増
を
目
指
し
て

い
ま
す
。

　
そ
の
た
め
、
各
種
会

議
等
を
通
じ
て
、
活
動

の
実
行
を
力
説
す
る
と

と
も
に
、
提
案
者
た
る

自
ら
が
、
先
ず
、
会
員

に
先
立
ち
、
こ
れ
ら
活

動
を
実
践
す
る
こ
と
が

何
よ
り
も
肝
要
と
、
機

会
を
捉
え
、
更
に
は
作

っ
て
活
動

を
実
施
、

同
時
に
、

他
役
員
に

も
先
ず
自
ら
が
活
動
を

実
施
し
て
行
く
こ
と
を

奨
励
し
て
い
る
昨
今
で

す
。

先
ず
隗か

い

よ
り
始
め
よ

宮
城
県
退
職
公
務
員
連
盟
　
会
長
　
髙
橋
　
孝
昌

私
の
ひ
と
こ
と

　
　
　
　
◆
　
短
　
歌
　
◆

熊
本
県
　
久
保
田
睦
雄

健
や
か
な
米
寿
を
迎
へ
た
だ
感
謝
妻
の

支
へ
で
卒
寿
迎
へ
む

愛
知
県
　
落
合
　
義
紀

参
道
の
石
段
登
る
帽
子
に
も
も
み
じ
舞

い
散
る
高
雄
神
護
寺

京
都
府
　
松
尾
　
精
郎

逢
へ
ば
ま
た
話
し
た
き
こ
と
連
綿
と

止
ま
ら
ざ
り
け
り
も
ど
か
し
き
ほ
ど

栃
木
県
　
染
谷
　
文
行

国
境
線
何
処
に
あ
る
や
国く

な

後し
り

島
の
青

き
島
影
か
く
も
近
き
に

し

岐
阜
県
　
石
田
　
喜
造

秋
蝶
の
行
方
み
と
ど
け
鍬
を
ふ
る

静
岡
県
　
渡
辺
　
敬
二

沢
の
風
し
か
と
捉
へ
し
赤
蜻
蛉

　
　
　
　
◆
　
川
　
柳
　
◆

愛
知
県
　
指
方
　
隆
司

福
島
県
　
今
野
　
金
哉

放
れ
馬
駆
け
ゆ
く
浜
に
差
す
光
寄
せ
来

る
波
に
秋
の
よ
そ
ほ
ひ

　
　
　
　
◆
　
俳
　
句
　
◆

静
岡
県
　
遠
藤
　
昭
三

妻
に
買
う
九
十
本
の
冬
薔
薇

腹
八
分
残
り
の
二
分
で
薬
飲
む

福
島
県
　
榎
本
　
岩
雄

隕
石
が
落
ち
て
地
球
が
重
く
な
り

福
井
県
　
土
藏
　
芳
竹

誤
字
脱
字
積
ん
ど
く
辞
書
に
叱
ら
れ
る

香
川
県
　
市
村
　
繁
子

雑
草
に
負
け
た
か
カ
ン
ナ
花
見
せ
ず

石
川
県
　
中
川
　
計
介

庭
を
掃
く
秋
の
深
さ
を
知
る
箒

山
形
県
　
上
野
　
直
樹

撓
わ
な
る
ぶ
ど
う
手
に
子
ら
笑
み
こ
ぼ

心豊かに

容
は
、
講
演
・
昼
食
会
・
各
支

部
の
余
興
を
セ
ッ
ト
で
行
っ

た
。
今
回
の
講
演
は
、「
笑
い

ヨ
ガ
」
講
座
で
実
際
に
体
験
を

し
て
楽
し
ん
だ
。
例
年
は
年
金

の
動
向
や
時
事
問
題
等
お
堅
い

テ
ー
マ
だ
っ
た
が
、
今
年
は
皆

が
笑
い
、
楽
し
め
る
、
思
い
切

っ
た
講
演
を
企
画
し
た
。

　「
笑
い
ヨ
ガ
」
の
採
用
に
つ

い
て
は
、昨
年
６
月
の
日
公
連
、

第
２５
回・研
修
会
の
講
演
で「
笑

い
ヨ
ガ
」
の
実
演
が
あ
り
、
本

県
退
公
連
か
ら
参
加
し
た
西
原

　
会
員
の
新
し
い
体
験
や
学
び

も
、
退
公
連
の
魅
力
を
高
め
る

活
動
の
１
つ
で
あ
る
。

　
昨
年
、
沖
縄
県
連
が
取
り
組

ん
だ
２
つ
の
新
し
い
取
り
組
み

を
皆
さ
ん
に
紹
介
し
た
い
。

⑴
恒
例
の
県
退
公
連
が
す
る

『
平
成
３１
年
、
新
春
の
集
い
』

を
１
月
１２
日
に
開
催
し
た
。
内

支
部
長
・
石
川
勝
美
氏
が
研
修

報
告
書
で
高
く
評
価
し
、「
他

の
会
員
に
も
是
非
、
体
験
さ
せ

た
い
」
と
報
告
で
熱
く
語
っ
て

い
た
。
幸
い
な
こ
と
に
も
沖
縄

県
内
に
イ
ン
ド
で
テ
ィ
ー
チ
ャ

ー
の
資
格
を
取
得
し
た
夫
婦
が

「
笑
い
ヨ
ガ
」
の
倶
楽
部
を
結

成
し
、
活
動
し
て
い
る
こ
と
を

知
り
、
照
屋
会
長
と
私
は
、
当

教
室
に
体
験
参
加
し
た
。
実
際

に
体
験
し
て
、こ
れ
は
い
け
る
。

私
の
幼
い
孫
た
ち
と
の
楽
し
い

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
に
も
使

え
る
と
思
っ
た
。

　『
新
春
の
集
い
』当
日
は
、「
若

返
る 

笑
い
ヨ
ガ
」
と
銘
打
っ

て
、
会
場
に
広
場
を
つ
く
り
、

出
席
者
全
員
が
お
腹
か
ら
声
を

出
し
、
笑
い
、
動
い
て
、
楽
し

ん
で
「
笑
い
ヨ
ガ
」
を
体
験
し

た
。
少
し
汗
を
か
く
ぐ
ら
い
の

動
き
で
、
笑
い
が
会
場
一
杯
に

充
満
し
大
好
評
で
あ
っ
た
。

⑵
最
近
、証
券
会
社
支
店
に「
相

続
」
に
つ
い
て
指
導
す
る
相
当

部
署
が
設
け
ら
れ
て
い
る
よ
う

だ
。
相
続
に
関
す
る
勉
強
会
、

セ
ミ
ナ
ー
等
の
要
望
が
あ
れ
ば

講
師
を
無
料
で
派
遣
す
る
旨
の

連
絡
が
あ
り
、
さ
っ
そ
く
評
議

員
会
の
開
催
に
合
わ
せ
て
評
議

員
を
対
象
に
相
続
の
勉
強
会
を

セ
ッ
ト
し
好
評
だ
っ
た
。

　
各
県
連
に
お
い
て
も
、
ニ
ー

ズ
（
要
望
）
が
あ
れ
ば
、
証
券

会
社
は
（
商
品
の
多
少
の
Ｐ
Ｒ

あ
り
か
な
？
）
無
料
で
講
師
派

遣
し
て
く
れ
る
か
も
。

「
若
返
る
笑
い
ヨ
ガ
」
体
験
と

　「
相
続
」
セ
ミ
ナ
ー
の
取
り
組
み

沖
縄
県
退
職
公
務
員
連
盟
　
事
務
局
長
　
宜
保
正
雄
　

　
女
性
部
は
、
教
養
、
友
愛
、
健
康
、
社
会
貢
献
活
動
等
を
重
点
と
し
な
が
ら
、
年
間
６
つ
の
活
動
を
継
続

し
て
い
る
。
以
下
活
動
の
１
つ
「
小
物
づ
く
り
」
は
、女
性
部
の
ア
イ
デ
ア
を
生
か
し
た
取
り
組
み
で
、会
員

の
友
愛
を
大
切
に
し
な
が
ら
、会
員
が
楽
し
く
参
加
し
、生
き
が
い
と
な
る
活
動
を
目
指
し
た
実
践
で
あ
る
。

福
島
県
退
職
公
務
員
連
盟
　
北
会
津
支
部
　
女
性
部
長
　
湯
野
尻
千
枝
子

不
用
物
を
活
用
す
る
小
物
づ
く
り

～
会
員
の
生
き
が
い
や
楽
し
み
を
求
め
て
～

いま地連では

福島県連の巻

　
待
ち
に
待
っ
た
『
退
職

公
務
員
新
聞
』
が
届
き
ま

し
た
。

　
皆
様
の
人
生
観
に
「
す

ば
ら
し
い
」
と
思
わ
ず
歓

声
を
あ
げ
て
い
ま
す
。

　
私
も
今
年
１
月
２１
日
で

８５
歳
に
な
り
ま
す
。
昭
和

２２
年
に
福
山
県
女
へ
入
学

以
来
の
Ｓ
さ
ん
と
電
話
で

の
し
ば
し
の
語
ら
い
。

　
一
人
っ
子
だ
っ
た
彼
女

は
、
目
下
ひ
い
孫
さ
ん
を

入
れ
て
９
人
家
族
の
大
家

族
で
す
。
私
は
一
人
暮
ら

し
で
す
。
彼
女
と
同
じ
よ

う
に
人
に
感
謝
し
、
心
の

貧
乏
に
な
ら
な
い
よ
う

に
、「
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
」
と
一
日
１０
回

以
上
言
っ
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
も
生
き
る
源
と
考

え
、
感
謝
の
心
が
け
を
日

々
大
切
に
し
て
い
ま
す
。

『
小
物
づ
く
り
』
の
特
長

○
お
金
と
時
間
を
か
け
な

い
で
で
き
る

○
材
料
は
不
用
に
な
っ
た

物
を
再
利
用
す
る
。

○
誰
で
も
簡
単
に
作
る
事

が
で
き
る
。

『
小
物
づ
く
り
』の
ね
ら
い

●
便
利
で
皆
の
役
に
立
つ

●
皆
が
喜
び
、
欲
し
く
な

る
物
を
作
る
。

　
ね
ら
い
を
定
め
て
小
物

づ
く
り
に
励
ん
で
い
る
。

話
題
に
な
っ
た
作
品
例

　
こ
れ
ま
で
製
作
し
た
１５

作
品
中
、
話
題
に
な
っ
た

６
作
品
例
を
紹
介
す
る
。

❶
マ
イ
箸
袋

【
余
り
布
に
紐
を
付
け
、

箸
を
包
み
巻
き
広
げ
る
】

と
ラ
ン
チ
ョ
ン
マ
ッ
ト
に

な
り
携
帯
に
便
利
！

❷
４
合
わ
せ
（
幸
）
袋

【
余
り
布
の
色
の
組
み
合

わ
せ
を
考
え
、
布
４
枚
の

角
を
合
わ
せ
て
底
を
作

り
、
巾
着
に
す
る
】
使
っ

て
幸
せ
気
分
は
最
高
潮
！

❸
ネ
ッ
ク
レ
ス
Ａ

【
古
い
ネ
ク
タ
イ
と
ウ
ッ

ド
ビ
ー
ズ
プ
ラ
玉
で
製

作
】
肩
こ
り
が
な
く
、
お

し
ゃ
れ
と
大
好
評
！

❹
ネ
ッ
ク
レ
ス
Ｂ

【
着
物
地
を
細
く
切
り
、

両
面
テ
ー
プ
で
丸
め
、
色

ウ
ッ
ド
ビ
ー
ズ
で
作
る
】

肌
荒
れ
が
な
く
美
肌
に
。

❺
あ
い
づ
頭
巾

【
大
判
の
ハ
ン
カ
チ
に
カ

チ
ュ
ー
シ
ャ
と
平
ゴ
ム
を

通
し
て
完
成
】
炊
事
の
時

は
三
角
巾
、
外
出
の
時
は

帽
子（
ハ
ン
チ
ン
グ
）、
２

通
り
で
活
用
で
き
好
評
！

❻
着
物
地
の
ス
カ
ー
フ

【
古
い
着
物
の
布
２
枚
を

合
わ
せ
て
縫
う
】
柄
物
と

無
地
の
組
み
合
わ
せ
や
、

結
び
方
を
変
え
て
楽
し
め

て
、
エ
レ
ガ
ン
ト
！

作
業
で
配
慮
工
夫
し
た
点

▼
高
齢
化
に
伴
い
針
や
糸

の
代
わ
り
に
ボ
ン
ド
や
両

面
テ
ー
プ
を
活
用
。

▼
持
参
す
る
材
料
の
準
備

の
戸
惑
い
や
作
業
短
縮
の

為
に
材
料
を
セ
ッ
ト
化
。

◎
会
員
か
ら
喜
び
の
声

　
会
員
か
ら
「
来
年
も
参

加
す
る
か
ら
ね
」
と
声
が

し
て
、
作
品
を
完
成
し
た

喜
び
と
達
成
感
、
生
き
が

を
実
感
す
る
。

　
こ
の
他
、
女
性
部
で
は

　
水
墨
画
教
室
・
料
理
教

室
・
児
童
園
訪
問
・
絵
手

紙
教
室
・
冬
の
運
動
教
室

作
品
を
募
集
中
！

◇�

事
務
局
編
集
係（
宛
）

短
歌
、
俳
句
、
川
柳

生
き
る
源
は
　
感
謝
の
心

広
島
県
　
石
井
敬
子
　

等
を
継
続
し
活
動
を
し
て

い
る
。
近
頃
は
男
性
会
員

も
多
く
参
加
し
、
交
流
の

輪
が
広
が
り
、
楽
し
く
な

っ
て
き
ま
し
た
。

ち
ょ
っ
と
い
い
話

う
れ
し
く
な
る
話
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